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府中市市政世論調査について 
府中市で、毎年実施してまいりました世論調査も、今回で第５１回となります。 

この世論調査は、市政に対するご意⾒・ご要望をお聞きし、諸施策に対する市⺠の皆様の考えを
把握することによって、今後の市政運営上の参考にさせていただくことを⽬的としております。 

今回は市政全般のほか、「市⺠協働の推進」「市⺠活動」「働き⽅改⾰の推進に対する取組」
「環境問題に対する取組」「⽣物多様性地域戦略」「にぎわいのあるまちづくり」「郷⼟の森博物館」
「スポーツ・運動」「インフラマネジメント」についてお聞きしました。 
本書は、調査結果の⼀部をまとめた概要版です。 

ご協⼒いただきました市⺠の皆様に、⼼からお礼を申しあげます。 
 

調査の⽅法 
調査の地域  ︓府中市全域 
調査対象者  ︓府中市在住の満 18 歳以上の男⼥ 
調査数  ︓１,５00 ⼈ 

   抽出⽅法     ︓地点を⽤いた⼆段抽出法 
                      (住⺠基本台帳の登録⼈⼝を 11 の地区に分け、その構成⽐により無

作為に抽出する⽅法) 

   調査⽅法     ︓郵送法（郵送配布、郵送回収） 
   調査期間     ︓令和元年５⽉１３⽇（⽉）〜令和元年７⽉１２⽇（⾦） 
   回収数(率)       ︓９９２(６６.１％) 
 

調査の内容    
１．住み⼼地 １０．環境問題に対する取組 
２．住まいの環境 １１．⽣物多様性地域戦略 
３．⽣活の満⾜度 １２．にぎわいのあるまちづくり 
４．定住意向 １３．郷⼟の森博物館 
５．市政に関する関⼼度 １４．スポーツ・運動 
６．市への要望 １５．インフラマネジメント 

〈第５１回特設設問〉  
７．市⺠協働の推進 
８．市⺠活動          
９．働き⽅改⾰の推進に対する取組 

 
注意事項  本書をご覧になる場合、次の点に注意してください。 
（１） 百分率(％)の計算は、⼩数点第 2 位を四捨五⼊して表⽰しています。このため、単数回答(1

つだけ選ぶ設問)に表⽰された百分率を⾜し合わせても 100％にならない場合があります。また、
複数回答(2 つ以上選んでよい設問)の設問の場合、百分率を⾜し合わせると 100％を超える
場合があります。 

（２） 図、表に表⽰された「n」は、各設問に対する回答者数を表します。 
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［性別］ ［職業］
回答者数(人) 構成比(%) 回答者数(人) 構成比(%)

男性 429 43.2 事務職 126 12.7

女性 490 49.4 専門・技術職 190 19.2

回答しない 21 2.1 労務・サービス職 71 7.2

(無回答) 52 5.2 役員・管理職 57 5.7

商・工・サービス業 35 3.5

自由業 35 3.5

［未婚・既婚］ 農林漁業 2 0.2

回答者数(人) 構成比(%) 内職・パート・フリーター 149 15.0

未婚 225 22.7 主婦（家事専業） 159 16.0

既婚(離別・死別含む) 717 72.3 学生 36 3.6

(無回答) 50 5.0 無職 102 10.3

(無回答) 30 3.0

［ライフステージ］

［年齢］ 回答者数(人) 構成比(%)

回答者数(人) 構成比(%) 独身期 139 14.0

18～29歳 109 11.0 家族形成期 102 10.3

30～39歳 140 14.1 家族成長前期 115 11.6

40～49歳 222 22.4 家族成長後期・家族成熟期 153 15.4

50～59歳 195 19.7 高齢期 102 10.3

60～69歳 144 14.5 高齢者世帯 151 15.2

70歳以上 166 16.7 その他 171 17.2

(無回答) 16 1.6 (無回答) 59 5.9

回答者の概要 
回答数９９２件の属性別回答者数と構成⽐を表します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［地区］
総人口(人) 対象者数(人) 調査数(人) 回答率(%) 回答者数(人) 構成比(%)

紅葉丘文化センター 22,773 18,909 122 70.5 86 8.7

白糸台文化センター 28,900 24,448 170 62.4 106 10.7

押立文化センター 9,846 8,351 59 76.3 45 4.5

是政文化センター 24,980 20,802 144 61.1 88 8.9

住吉文化センター 26,733 22,223 159 72.3 115 11.6

片町文化センター 30,497 26,084 180 67.2 121 12.2

中央文化センター 41,814 35,392 241 64.7 156 15.7

新町文化センター 26,356 22,368 155 57.4 89 9.0

武蔵台文化センター 14,641 12,523 81 69.1 56 5.6

西府文化センター 18,881 15,357 107 68.2 73 7.4

四谷文化センター 14,152 11,328 82 69.5 57 5.7

総計 259,573 217,785 1,500 66.1 992 100.0

上記対象者数は、平成31年4月1日現在の満18歳以上の人口である。
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【住み⼼地】について 
■府中市は住みよいところだと感じるか（n=992） 

「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせると、９割半ばが『府中市は住みよい』と感じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせた『住みよいと感じる』割合は、年代別では、「40
〜49 歳」(96.0%)が最も⾼く、「70 歳以上」(92.2%)が最も低い。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 
図 3 住み⼼地(年度別) 

「住みよい」(53.0%)と「どちらかといえば住み
よい」(40.8%)を合わせた『住みよいと感じる』
割合は、９割半ば(93.8%)にのぼる。 

また、「住みにくい」(0.4%)と「どちらかといえ
ば住みにくい」(3.1%)を合わせた『住みにくいと
感じる』割合は 3.5％である。 

 

図 1 住み⼼地 

図 2 住み⼼地(年代別) 
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1.2

0.3

0.6

0.7

1.1

2.5

2.6

3.3

2.7

2.9

2.9

3.1

3.3

3.2

3.2

2.6

2.7

2.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① ⽇常の買い物の便

② 交通の便

③ ⽕災や災害時の安全性

④ ⾵通し、⽇当たり

⑤ 排⽔の便

⑥ 空気

⑦ 騒⾳や振動の防⽌

⑧ 交通安全対策

⑨ 蚊やハエの発⽣の防⽌

⑩ 公園・遊び場

⑪ 緑の豊かさ

⑫ 防犯や⾵紀

⑬ 公共施設

⑭ 医療施設

⾮常によい まあよい どちらともいえない あまりよくない ⾮常に悪い 無回答

順位 住まいの環境 ⾮常によい　または
　まあよい　　　（％） 順位 住まいの環境 あまりよくない　または

　⾮常に悪い　　（％）

1位 ⑪ 緑の豊かさ 85.5 1位 ⑨ 蚊やハエの発⽣の防⽌ 18.7

2位 ⑤ 排⽔の便 79.7 2位 ⑦ 騒⾳や振動の防⽌ 17.1

3位 ① ⽇常の買い物の便 78.6 3位 ⑧ 交通安全対策 11.1

4位 ② 交通の便 78.0 4位 ① ⽇常の買い物の便 9.7

5位 ④ ⾵通し、⽇当たり 77.3 5位 ② 交通の便 9.2

6位 ⑬ 公共施設 70.1 6位 ⑩ 公園・遊び場 7.9

7位 ⑥ 空気 69.8 7位 ④ ⾵通し、⽇当たり 7.4

8位 ⑩ 公園・遊び場 69.3 8位 ⑥ 空気 7.1

9位 ⑭ 医療施設 67.4 9位 ⑭ 医療施設 6.9

10位 ⑫ 防犯や⾵紀 59.8 10位 ⑬ 公共施設 5.8

11位 ⑦ 騒⾳や振動の防⽌ 52.6 11位 ⑫ 防犯や⾵紀 5.6

12位 ③ ⽕災や災害時の安全性 52.4 12位 ③ ⽕災や災害時の安全性 4.7

13位 ⑧ 交通安全対策 50.2 13位 ⑤ 排⽔の便 3.5

14位 ⑨ 蚊やハエの発⽣の防⽌ 40.5 14位 ⑪ 緑の豊かさ 2.3

【住まいの環境】について 
■⾝近な住まいの環境についての感想（n=992） 

「⾮常によい」と「まあよい」を合わせた『よいと感じる住まいの環境』は、「緑の豊かさ」、「排⽔の便」、
「⽇常の買い物の便」の順になっている。「あまりよくない」と「⾮常に悪い」を合わせた『よくないと感じる住ま
いの環境』は、「蚊やハエの発⽣の防⽌」、「騒⾳や振動の防⽌」、「交通安全対策」の順になっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ⾝近な住まいの環境についての感想 

表１ 『よい』と感じる割合の順 表２ 『よくない』と感じる割合の順 

. 
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どちらかといえば
不満である
7.1%

不満である
1.0%
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30〜39歳 (n=140)

40〜49歳 (n=222)
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年

代

別

満⾜している どちらかといえば
満⾜している

どちらかといえば
不満である

不満である 無回答

【⽣活の満⾜度】について 
■現在の⽣活にどの程度満⾜しているか（n=992） 

「満⾜している」と「どちらかといえば満⾜している」を合わせると、９割近くが『⽣活に満⾜している』と感
じている。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別では、「満⾜している」と「どちらかといえば満⾜している」を合わせた『⽣活に満⾜していると感じ
る』割合は、「18〜29 歳以上」(90.9%)が最も⾼く、「30〜39 歳」(87.9%)が最も低い。 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

図 6 ⽣活の満⾜度（年代別） 

「満⾜している」(29.5%)と「どちらかといえば
満⾜している」(60.2%)を合わせた『⽣活に満
⾜していると感じる』割合は、９割近くを占める
(89.7%)。 

また、「不満である」(1.0%)と「どちらかといえ
ば不満である」(7.1%)を合わせた『⽣活に不満
を感じる』割合は、１割に満たない(8.1%)。 

図 5 ⽣活の満⾜度 
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ずっと住むつもり
48.8%当分は

住むつもり
44.4%

できれば
市外に移りたい
3.3%

市外に移りたい
1.3% 無回答

2.2%

ｎ=992

48.8 

16.5 

36.4 

47.3 

45.1 

63.2 

72.9 

44.4 

68.8 

52.1 

48.2 

51.8 

30.6 

20.5 

3.3 

8.3 

9.3 

1.8 

1.0 

1.4 

1.8 

1.3 

4.6 

2.1 

1.8 

0.7 

2.2 

1.8 

0.9 

2.1 

4.2 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 (n=992)

18〜29歳 (n=109)

30〜39歳 (n=140)

40〜49歳 (n=222)

50〜59歳 (n=195)

60〜69歳 (n=144)

70歳以上 (n=166)

年

代

別

ずっと住むつもり 当分は住むつもり できれば市外に移りたい 市外に移りたい 無回答

【定住意向】について 
■今後も府中市に住み続けたいと思うか（n=992） 

「ずっと住むつもり」と「当分は住むつもり」を合わせると、９割以上が『今後も府中市に住み続けたい』と
感じている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別では、「ずっと住むつもり」と「当分は住むつもり」を合わせた『住み続けたいと感じている』割合は、
「50〜59 歳」(96.9%)が最も⾼く、「18〜29 歳」(85.3%)が最も低い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ずっと住むつもり」(48.8%)と「当分は住むつ
もり」(44.4%)を合わせた『住み続けたいと感じ
ている』割合は、９割を超える(93.2%)。 

また、「市外に移りたい」(1.3%)と「できれば
市外に移りたい」(3.3%)を合わせた『市外に移
りたいと感じている』割合は、4.6％である。 

図 7 定住意向 

図 8 定住意向（年代別） 
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⾮常に関⼼がある
8.4%

ある程度関⼼がある
55.7%

あまり関⼼がない
30.7%

まったく関⼼がない
3.4%

無回答
1.7%

ｎ=992

8.4 

2.8 

5.7 

7.7 

8.2 

6.3 

15.7 

55.7 

34.9 

50.7 

53.2 

56.4 

67.4 

66.3 

30.7 

52.3 

39.3 

33.3 

29.2 

22.9 

15.7 

3.4 

9.2 

4.3 

3.6 

4.1 

1.4 

1.7 

0.9 

2.3 

2.1 

2.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 (n=992)

18〜29歳 (n=109)

30〜39歳 (n=140)

40〜49歳 (n=222)

50〜59歳 (n=195)

60〜69歳 (n=144)

70歳以上 (n=166)

年

代

別

⾮常に関⼼がある ある程度関⼼がある あまり関⼼がない まったく関⼼がない 無回答

【市政に関する関⼼度】について 
■市政にどの程度関⼼を持っているか（n=992） 

「⾮常に関⼼がある」と「ある程度関⼼がある」を合わせると、６割半ばが市政に関⼼を持っている。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 年代別では、「⾮常に関⼼がある」と「ある程度関⼼がある」を合わせた『市政に関⼼がある』割合は、
「70 歳以上」(82.0%)が最も⾼く、「18〜29 歳」(37.7%)が最も低い。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「⾮常に関⼼がある」(8.4%)と「ある程度
関⼼がある」(55.7%)を合わせた『市政に関
⼼がある』割合は 64.1%で、６割半ばが市
政に関⼼を持っている。 

⼀⽅、『市政に関⼼がない』割合は、「まっ
たく関⼼がない」(3.4%)と「あまり関⼼がな
い」(30.7%)を合わせた 34.1％である。 

図 9 市政に関する関⼼度 

図 10 市政に関する関⼼度(年代別) 
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36.4

25.0

17.6

17.1

16.3

13.9

13.3

12.6

12.4

11.7

11.7

10.2

9.6

8.9

8.0

7.7

7.2

6.0

5.7

4.8

3.1

7.4

1.2

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

⾼齢者福祉対策

防犯・⾵紀対策

道路の整備

交通安全対策

市⺠の健康管理対策

清掃・環境整備対策

学校施設の整備

消防・防災対策

保育⾏政の充実

公園・緑地の整備

消費者対策

産業の振興

区画整理・市街地再開発の推進

⾃然保護対策

芸術・⽂化の振興

スポーツ・レクリエーションの振興

障害者福祉対策

幼児教育の充実

勤労者福祉対策

市営住宅の拡充

公害防⽌対策

その他

特にない

無回答

【市への要望】について 
■府中市に対しこれから特に⼒を⼊れてほしいこと（n=992︓複数回答） 

「⾼齢者福祉対策」(36.4%)、「防犯・⾵紀対策」(25.0%)、「道路の整備」(17.6%)、「交通安
全対策」(17.1%)の順で⾼い。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 11 市への要望 
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43.5 

34.4 35.6 
38.2 

41.6 

35.2 34.8 35.3 35.5 36.4 

21.9 

26.7 
28.1 

24.5 

29.1 

23.7 22.5 24.2 
26.9 

25.0 

8.9 
14.3 

11.5 

13.0 12.3 14.3 16.0 17.0 15.1 

17.6 

6.4 

12.6 

17.3 

11.1 9.8 
13.5 

12.2 12.3 11.8 

17.1 

27.0 

17.0 17.8 
17.5 18.5 18.4 19.7 17.4 

17.8 

16.3 

0%

25%

50%

平成22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年
⾼齢者福祉対策 防犯・⾵紀対策
道路の整備 交通安全対策
市⺠の健康管理対策

n １位 ２位 ３位 ４位 ５位

令和
元年 992 ⾼齢者福祉対策

36.4％
防犯・⾵紀対策

25.0％
道路の整備

17.6％
交通安全対策

17.1％
市⺠の健康管理対策

16.3％

平成
30年 1021 ⾼齢者福祉対策

35.5％
防犯・⾵紀対策

26.9％
市⺠の健康管理対策

17.8％
学校施設の整備

15.3％

道路の整備/
清掃・環境整備対策

15.1％

29年 1103 ⾼齢者福祉対策
35.3％

防犯・⾵紀対策
24.2％

市⺠の健康管理対策
17.4％

道路の整備
17.0％

保育⾏政の充実
15.4％

28年 996 ⾼齢者福祉対策
34.8％

防犯・⾵紀対策
22.5％

市⺠の健康管理対策
19.7％

保育⾏政の充実
18.6％

道路の整備
16.0％

27年 824 ⾼齢者福祉対策
35.2％

防犯・⾵紀対策
23.7％

市⺠の健康管理対策
18.4％

清掃・環境整備対策
15.7％

道路の整備/
保育⾏政の充実

14.3％

26年 844 ⾼齢者福祉対策
41.6％

防犯・⾵紀対策
29.1％

市⺠の健康管理対策
18.5％

清掃・環境整備対策
16.1％

保育⾏政の充実
14.3％

25年 836 ⾼齢者福祉対策
38.2％

防犯・⾵紀対策
24.5％

清掃・環境整備対策
18.7％

市⺠の健康管理対策
17.5％

消防・防災対策
14.2％

24年 846 ⾼齢者福祉対策
35.6％

防犯・⾵紀対策
28.1％

市⺠の健康管理対策
17.8％

交通安全対策
17.3％

消防・防災対策
15.2％

23年 835 ⾼齢者福祉対策
34.4％

防犯・⾵紀対策
26.7％

清掃・環境整備対策
18.1％

市⺠の健康管理対策
17.0％

消防・防災対策
16.4％

22年 889 ⾼齢者福祉対策
43.5％

市⺠の健康管理対策
27.0％

防犯・⾵紀対策
21.9％

清掃・環境整備対策
19.6％

⾃然保護対策/
消費者対策

15.7％

上位５項⽬について平成 22 年度からの順位変動を⾒ると、今年度１位の「⾼齢者福祉対策」は、
常に１位となっている。２位の「防犯・⾵紀対策」は、常に上位３位に⼊っており、３位の「道路の整備」
は 27 年度より上位５位に⼊っており今年度が最も⾼い順位となっている。４位の「交通安全対策」は
上位５位に⼊るのは 24 年度以来である。５位の「市⺠の健康管理対策」は毎年上位５位に⼊ってい
る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 12 経年推移(上位５位) 

表３ 経年推移 (上位５位) 
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⾔葉も意味も
知っている
21.8%

聞いたことはあるが
内容までは知らなかった
34.4%

⾔葉も意味も
知らない
41.4%

無回答
2.4%

ｎ=992

興味があるので、いろいろ知りたい
8.3%

少し興味がある
42.2%

あまり興味がない
28.9%

興味がない
7.2%

わからない
10.7%

無回答
2.7%

ｎ=992

【市⺠協働の推進】について 
■「協働」という⾔葉を知っているか（n=992） 

「⾔葉も意味も知らない｣（41.4%）が最も⾼く、４割を超えている。続いて、「聞いたことはあるが内
容までは知らなかった」（34.4%）、「⾔葉も意味も知っている」（21.8%）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「協働」について興味があるか（n=992） 
「少し興味がある」(42.2%)が最も⾼く、続いて、「あまり興味がない」（28.9%）、「わからない」

（10.7%）、「興味があるので、いろいろ知りたい」（8.3%）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 14  「協働」について興味があるか 

図 13  「協働」という⾔葉を知っているか 
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45.4 

42.3 

31.5 

27.5 

21.3 

20.8 

13.2 

13.1 

10.3 

4.5 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

具体的な協働事業や協働で得られた

成果などの具体的な取組の掲載や、…

提案型協働事業を市民がより利用しや

すくなるよう、制度や周知方法の見…

小さな会場で、地域の身近な課題につ

いて話し合えるような事業を行う

職員が地域活動や市民活動など公益

的な活動に参加しやすい環境を作る

職員研修を充実させ、職員の意識を変

える

職員と市民が共通のテーマで情報共

有し、対話をする「市民協働まちづく…

協働推進課が管理しているツイッター、

facebookを活用して周知する

職員が地域に出向いて講話する「出前

講座」を積極的に行う

大きな会場で、広く協働の取組をお知

らせする「シンポジウム」の内容を充…

その他

（無回答）

具体的な協働事業や協働で得られた成果などの具体的な取組
の掲載や、協働に関する制度や相談窓⼝をわかりやすくするな
ど、市のホームページの協働に関するコンテンツを充実させる

提案型協働事業を市⺠がより利⽤しやすく
なるよう、制度や周知⽅法の⾒直しを図る

⼩さな会場で、地域の⾝近な課題に
ついて話し合えるような事業を⾏う

職員が地域活動や市⺠活動など公益
的な活動に参加しやすい環境を作る

職員研修を充実させ、職員の意識を変える

職員と市⺠が共通のテーマで情報共有し、対話を
する「市⺠協働まちづくりカフェ」を充実させる

協働推進課が管理しているツイッター、
facebookを活⽤して周知する

職員が地域に出向いて講話する
「出前講座」を積極的に⾏う

⼤きな会場で、広く協働の取組をお知らせ
する「シンポジウム」の内容を充実させる

その他

無回答

■協働によるまちづくりを進めるために市が⼒を⼊れるべきこと（n=992︓複数回答） 
「具体的な協働事業や協働で得られた成果などの具体的な取組の掲載や、協働に関する制度や相

談窓⼝をわかりやすくするなど、市のホームページの協働に関するコンテンツを充実させる」（45.4%）が
最も⾼く４割を超えている。続いて、「提案型協働事業を市⺠がより利⽤しやすくなるよう、制度や周知
⽅法の⾒直しを図る」（42.3%）、「⼩さな会場で、地域の⾝近な課題について話し合えるような事業
を⾏う」（31.5%）、「職員が地域活動や市⺠活動など公益的な活動に参加しやすい環境を作る」
（27.5%）となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 15 協働によるまちづくりを進めるために市が⼒を⼊れるべきこ



12 

 

63.2 

59.3 

31.9 

26.8 

21.8 

9.4 

14.1 

0.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

地域や社会に貢献するための活動である

市⺠が⾃発的・⾃主的に⾏う活動である

⾃分たちだけでなく、不特定多数の⼈のために⾏う活動である

NPO法⼈やボランティアの活動も含まれる

全く知らなかった

その他

無回答

⾏政や企業では対応しきれない、多様な
社会課題を解決する活動である

営利を⽬的としない活動であれば、収益を
上げたり、有給で従事したりしてもよい

⾮常に必要
20.3%

ある程度必要
63.7%

どちらともいえない
9.6%

あまり必要ではない
1.1%

全く必要ではない
0.4%

分からない
4.2%

無回答
0.7%

ｎ=992

【市⺠活動】について 
■「市⺠活動」という⾔葉をどの程度知っているか（n=992︓複数回答） 

「地域や社会に貢献するための活動である」（63.2%）が最も⾼く、続いて、「市⺠が⾃発的・⾃主
的に⾏う活動である」（59.3%）、「⾃分たちだけでなく、不特定多数の⼈のために⾏う活動である」
（31.9%）、「ＮＰＯ法⼈やボランティアの活動も含まれる」（26.8%）となっている。 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「市⺠活動」は社会にとって必要か（n=992） 
「⾮常に必要」（20.3%）と「ある程度必要」（63.7%）を合わせた『必要と思う』割合は８割を

超えている（84.0%）。「あまり必要ではない」（1.1%）と「全く必要ではない」（0.4%）を合わせた
『必要ではないと思う』割合は 1.5％となっている。 
 

 

 

 

 

 

  図 17  「市⺠活動」は社会にとって必要か 

図 16  「市⺠活動」という⾔葉をどの程度知っているか 
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現在取組んでいる
（過去１年以内に取組んだことがある）
8.6%

現在は取組んでいないが、
過去に取組んだことがある
11.3%

取組んだことはない
78.4%

無回答
1.7%

ｎ=992

36.0 

34.5 

20.3 

19.3 

18.8 

16.8 

15.7 

13.7 

13.7 

12.7 

10.7 

6.6 

0.5 

3.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40%

住みよいまちをつくりたいという気持ちから

活動を通じて⾃⼰啓発や⾃らの成⻑につながると考えたから

活動することが楽しそうだと思ったから

得意なことを何かにいかしたいと思ったから

職業⼈や住⺠としての責務を果たすため

⾃分や家族、友⼈が関係している活動への⽀援

困っている⼈を⽀援したいという気持ちから

⾏政サービスだけでは解決できない課題があるから

グループに所属して⼀緒に活動する仲間が欲しかったから

付き合いのため、やむを得ず

知⼈や同僚等からの勧めで興味を持ったから

⾃分が抱えている社会問題の解決に必要だから

社会的に評価されたいから

その他

無回答

[n=197︓複数回答]

■「市⺠活動」に取組んだことがあるか（n=992） 
「取組んだことはない」（78.4%）が最も⾼い。「現在取組んでいる（過去１年以内に取組んだこと

がある）」（8.6%）、「現在は取組んでいないが、過去に取組んだことがある」（11.3%）を合わせた
『取組んだことがある』は２割程度となっている（19.9%）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「市⺠活動」に取組もうと思った理由としては、「住みよいまちをつくりたいという気持ちから」
（36.0%）が最も⾼い。続いて、「活動を通じて⾃⼰啓発や⾃らの成⻑につながると考えたから」
（34.5%）、「活動することが楽しそうだと思ったから」（20.3%）となっている。 
 

 

   

 

 

 

 

  

図 19  「市⺠活動」に取組もうと思った理由 

図 18  「市⺠活動」に取組んだことがあるか 

※図 18 で「現在取組んでいる」「現在は取組んでいないが、過去に取組んだことがある」を選択した回答者を対象とする 
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37.7 

27.8 

20.2 

17.1 

12.9 

11.1 

10.2 

9.1 

7.7 

7.7 

6.2 

4.9 

4.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40%

活動したいが、活動する時間がないから（仕事で）

活動したいが、活動場所が分からない・
きっかけがない・⾝近に仲間がいないから

「市⺠活動」を知らなかったから

「市⺠活動」に関⼼がないから

活動したいが、健康・体⼒的に不安だから

活動したいが、活動する時間がないから（⼦育て、介護で）

活動したいが、活動する時間がないから（趣味や余暇活動、勉強で）

活動することによる⾃分へのメリットが分からないから

活動したいが、⾦銭的に厳しいから

活動したいが、⾃分には得意なことがないから

NPO等に不信感がある・信頼性に⽋けるから

⾃分が活動しても、社会は変わらないと思うから

その他

無回答

[n=778︓複数回答]

また、「市⺠活動」に取組んでいない理由として、「活動したいが、活動する時間がないから（仕事
で）」（37.7%）が最も⾼い。続いて、「活動したいが、活動場所が分からない・きっかけがない・⾝近に
仲間がいないから」（27.8%）、「「市⺠活動」を知らなかったから」（20.2%）となっている。 

 
 

 
 
 

  

図 20  「市⺠活動」に取組んでいない理由 

※図 18 で「取組んだことはない」を選択した回答者を対象とする 
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41.9

40.1

40.1

36.5

30.8

28.3

27.1

23.9

22.6

22.1

20.1

10.2

6.0

5.2

4.6

4.5

2.7

1.5

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

⾼齢者を対象とした活動

健康・医療サービスに関係した活動

安全な⽣活のための活動

⼦どもを対象とした活動

災害に関係した活動

まちづくりのための活動（地域活性化、観光などを含む）

⾃然や環境を守るための活動

地域住⺠の居場所やつながりづくりに関係した活動

スポーツ・⽂化・学術に関係した活動

社会教育・⽣涯学習に関係した活動

障害者を対象とした活動

経済・雇⽤に関係した活動

情報・IT、科学技術に関係した活動

SDGs（持続可能な開発⽬標）に関係した活動

⼈権や平和に関係した活動

国際協⼒に関係した活動

市⺠活動や寄付などを⽀援・推進する活動

その他

無回答

■どのような分野の「市⺠活動」が増えると良いと思うか（n=992︓複数回答） 
 「⾼齢者を対象とした活動」（41.9%）が最も⾼い。続いて、「健康・医療サービスに関係した活動」、
「安全な⽣活のための活動」（40.1%）、「⼦どもを対象とした活動」（36.5%）となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 21 どのような分野の「市⺠活動」が増えると良いと思うか 
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54.0

6.7

19.9

51.7

14.8

29.1

6.7

5.5

4.6

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現 状

理 想

「仕事」の割合が多い 「仕事」の割合と「仕事」以外の割合が同じくらい
「仕事」以外の割合が多い どちらともいえない
無回答

【働き⽅改⾰の推進に対する取組】について 
■仕事と仕事以外の時間の割合の現状と理想（n=992） 

「現状」は「「仕事」の割合が多い」（54.0%）が最も⾼く、５割を超えているが、「理想」は「「仕事」
の割合と「仕事」以外の割合が同じくらい」（51.7%）が５割を超え、最も⾼くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 22 仕事と仕事以外の時間の割合の現状と理想 
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26.2 

27.7 

19.8 

12.1 

44.0 

25.2 

39.1 

27.6 

7.5 

40.7 

44.1 

44.0 

29.5 

44.0 

51.5 

43.9 

43.2 

25.3 

22.5 

18.0 

25.6 

34.2 

6.4 

15.1 

10.2 

19.5 

44.2 

4.6 

3.3 

3.6 

15.4 

0.6 

1.6 

0.5 

2.7 

13.7 

1.2 

1.2 

0.6 

3.0 

0.1 

0.7 

0.7 

1.7 

3.3 

4.7 

5.6 

6.5 

5.7 

5.0 

5.8 

5.6 

5.2 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⾮常に重要 重要 どちらともいえない

重要ではない まったく重要ではない 無回答

① 同⼀労働同⼀賃⾦の実現やアルバイト・パート（⾮正規雇⽤労働
者）の正社員化など⾮正規雇⽤の処遇改善を促進する

② 残業時間の上限規制に対する情報提供や、労働基準監督署など
関係機関との連携体制の強化により、⻑時間労働を是正する

③ テレワーク導⼊⽀援や副業・兼業の推進に向けた国が定めるガイド
ラインなどの情報提供により、柔軟な働き⽅がしやすい環境整備を
⽀援する

④ ⼼⾝のリフレッシュや健康増進を図るため、保養施設（市⺠保養所
やちほ）の利⽤を促進する

⑤ ⼦育て・介護と仕事の両⽴⽀援策の充実や活⽤を促進する

⑥ 障害者等の希望や能⼒をいかした障害者就労⽀援を推進する

⑦ 出産・⼦育てにより退職した⼥性や若者が活躍しやすい環境を整備
する

⑧ 継続雇⽤延⻑・定年延⻑の⽀援や、⾼齢者の再就職⽀援により
⾼齢者の就業を促進する

⑨ 公的助成制度の紹介、表彰制度や優遇制度を創設する

■働き⽅改⾰の推進に対する市が⼒を⼊れるべき取組（n=992） 
「⾮常に重要」と「重要」を合わせた『重要と感じる』取組は、「⼦育て・介護と仕事の両⽴⽀援策の充

実や活⽤を促進する｣（88.0%）、「出産・⼦育てにより退職した⼥性や若者が活躍しやすい環境を
整備する」（83.0%）、「障害者等の希望や能⼒をいかした障害者就労⽀援を推進する」（76.7%）
の順で⾼い。「重要ではない」と「まったく重要ではない」を合わせた『重要ではないと感じる』取組は、「⼼
⾝のリフレッシュや健康増進を図るため、保養施設（市⺠保養所やちほ）の利⽤を促進する」
（18.4%）、「公的助成制度の紹介、表彰制度や優遇制度を創設する」（17.0%）、「同⼀労働
同⼀賃⾦の実現やアルバイト・パート（⾮正規雇⽤労働者）の正社員化など⾮正規雇⽤の処遇改
善を促進する」（5.8%）の順で⾼い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 23 働き⽅改⾰の推進に対する市が⼒を⼊れるべき取組 

3.3
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39.5

44.0

24.9

31.7

70.1

45.4

70.0

46.0

2.4

7.6

4.7

21.6

32.7

32.3

36.5

29.4

16.5

34.9

18.1

34.4

18.6

29.4

3.8

7.9

24.4

19.8

34.5

32.0

9.9

15.3

8.0

15.5

74.3

58.4

86.8

65.7

3.4

4.0

4.1

7.0

3.5

4.4

3.9

4.1

4.6

4.6

4.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①エアコンの温度調整を夏は28℃以上、冬は20℃以下に設定し、省

エネ行動を実践している

②水量の節約のため、シャワーの使用時間短縮の取組を行っている

③ガス代等の節約のため、野菜の下ごしらえに電子レンジを使用し

ている

④自家用車の購入時には、低燃費自動車やハイブリッド自動車、電

気自動車等を選択、検討している

⑤レジ袋や過剰包装の辞退、マイバック等の使用に取組んでいる

⑥エアコンを購入する際は、エコラベル等がついた環境にやさしい

製品を選んで購入している

⑦照明器具を購入する際は、LED製品を選んで購入している

⑧冷蔵庫を購入する際は、エコラベル等がついた環境にやさしい製

品を選んで購入している

⑨環境保全活動センターを積極的に活用し、情報収集やイベント等

に参加している

⑩子どもの環境活動を支援している

⑪太陽光発電システムを設置している

⑫高効率給湯器（エコキュート、エコジョーズ等）を設置している

取組んでいる どちらともいえない 取組んでいない 無回答

① エアコンの温度調整を夏は28℃以上、冬は20℃以下に設定し、省

エネ行動を実践している

② 水量の節約のため、シャワーの使用時間短縮の取組を行っている

③ ガス代等の節約のため、野菜の下ごしらえに電子レンジを使用して

いる

④ 自家用車の購入時には、低燃費自動車やハイブリッド自動車、電気

自動車等を選択、検討している

⑤ レジ袋や過剰包装の辞退、マイバック等の使用に取組んでいる

⑥ エアコンを購入する際は、エコラベル等がついた環境にやさしい製品

を選んで購入している

⑦ 照明器具を購入する際は、LED製品を選んで購入している

⑧ 冷蔵庫を購入する際は、エコラベル等がついた環境にやさしい製品

を選んで購入している

⑨ 環境保全活動センターを積極的に活用し、情報収集やイベント等に

参加している

⑩ 子どもの環境活動を支援している

⑪ 太陽光発電システムを設置している

⑫ 高効率給湯器（エコキュート、エコジョーズ等）を設置している

【環境問題に対する取組】について 
■環境に関する取組（n=992） 

「取組んでいる」は、「レジ袋や過剰包装の辞退、マイバック等の使⽤に取組んでいる｣（70.1%）、
「照明器具を購⼊する際は、LED 製品を選んで購⼊している」（70.0%）、「冷蔵庫を購⼊する際
は、エコラベル等がついた環境にやさしい製品を選んで購⼊している」（46.0%）の順で⾼い。「取組ん
でいない」は、「太陽光発電システムを設置している」（86.8%）、「環境保全活動センターを積極的に
活⽤し、情報収集やイベント等に参加している」（74.3%）、「⾼効率給湯器（エコキュート、エコジョ
ーズ等）を設置している」（65.7%）の順で⾼い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 24 環境に関する取組 
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⾔葉の意味を
知っている
29.4%

意味は知らないが、
聞いたことはある
30.5%

聞いたことが
ない
37.1%

無回答
2.9%

ｎ=992

既に活動している
0.9%

ぜひ参加したい
2.9%

内容によっては
参加したい
36.1%

参加したくない
19.7%

わからない
38.1%

無回答
2.3%

ｎ=992

54.0 

31.6 

22.2 

19.2 

16.9 

15.2 

1.0 

3.0 

0% 20% 40% 60%

⾃然観察会（⾃然観察ウォーキングツアー等）

⽣きもの調査（⾃然環境調査等）

⾃然体験活動（⽔辺の楽校等）

講演会の参加

外来⽣物駆除（アレチウリ駆除活動等）

希少⽣物保護活動（レンリ草保全活動等）

その他

無回答

[n=396︓複数回答]

【⽣物多様性地域戦略】について 
■「⽣物多様性」という⾔葉を知っているか（n=992） 

「聞いたことがない」（37.1%）が４割近くで最も⾼い。「意味は知らないが、聞いたことはある」
（30.5%）、「⾔葉の意味を知っている」（29.4%）は３割程度となっている。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■⽣物多様性保全活動に参加したいか（n=992） 
「わからない」（38.1%）が最も⾼く、続いて、「内容によっては参加したい」（36.1%）、「参加した

くない」（19.7%）の順になっている。 
また、どのような⽣物多様性保全活動であれば参加したいかについては、「⾃然観察会（⾃然観察ウ

ォーキングツアー等）」（54.0%）、「⽣きもの調査（⾃然環境調査等）」（31.6%）、「⾃然体験
活動（⽔辺の楽校等）」（22.2%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

図 26 ⽣物多様性保全活動に参加したいか 

図 25 「⽣物多様性」という⾔葉を知っているか 

図 27 参加したいと思う保全活動 

※図 26 で「既に活動している」「ぜひ参加したい」「内容に 
よっては参加したい」を選択した回答者を対象とする 
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外来⽣物への対策
（駆除活動等）
42.8%

教育・普及啓発の充実（⾃然環境調査
活動や⼩学校総合学習の⽀援等）
17.9%

⾏事・イベントの充実（⾃然体験
イベントや動植物の観察会等）
9.1%

市⺠団体への⽀援の充実（ボランティア
団体等の活動の共催、協働等）
5.0%

⽣物多様性に関する情報の発信
（ホームページ、講演会等）
8.4%

その他
2.0%

無回答
14.7%

ｎ=992

ほとんど毎⽇
10.4%

週に４回以上
7.8%

主に平⽇、
週１〜３回程度
16.4%

主に休⽇、
週１〜３回程度
13.2%

２週間に
１回程度
17.0%

１か⽉に
１回程度
19.1%

年に１・２回程度
7.8%

ほとんど利⽤しない
7.6%

無回答
0.8%

ｎ=992

■⽣物多様性の保全に向けて、⾏政に期待すること（n=992） 
「外来⽣物への対策」（42.8%）が最も⾼く、続いて、「教育・普及啓発の充実」（17.9%）、

「⾏事・イベントの充実」（9.1%）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【にぎわいのあるまちづくり】について 
■府中駅周辺施設の利⽤頻度（n=992） 

「ほとんど毎⽇」、「週に４回以上」、「主に平⽇、週１〜３回程度」、「主に休⽇、週１〜３回程度」
を合わせた『週１回以上』が５割近くを占めている（47.8%）。 
 
 

 

 

  

図 29 府中駅周辺施設の利⽤頻度 

図 28 ⽣物多様性の保全に向けて、⾏政に期待すること 
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ほとんど毎⽇
6.4% 週に４回以上

5.0%

主に平⽇、
週１〜３回程度
9.9%

主に休⽇、
週１〜３回程度
10.2%

２週間に１回程度
16.0%

１か⽉に
１回程度
29.1%

年に１・２回程度
12.7%

ほとんど利⽤しない
9.9%

無回答
0.8%

ｎ=992

62.8 

42.1 

39.0 

30.5 

27.0 

17.2 

13.7 

11.2 

6.8 

2.8 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

⾷料品や⽇⽤品などを購⼊するため

交通機関を利⽤するため

飲⾷店を利⽤するため

市役所や病院などの公共公益施設を利⽤するため

嗜好品や贈答品などを購⼊するため

神社やお寺に参拝するため

娯楽施設を利⽤するため

お祭り、イベントに参加するため

散歩のため

その他

無回答

■府中駅周辺施設の利⽤⽬的（n=992︓複数回答） 
 「⾷料品や⽇⽤品などを購⼊するため」（62.8%）が６割を超え最も⾼くなっている。続いて、「交通
機関を利⽤するため」（42.1%）、「飲⾷店を利⽤するため」（39.0%）となっている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■府中市近隣の主要駅周辺施設の利⽤頻度（n=992） 

「ほとんど毎⽇」、「週に４回以上」、「主に平⽇、週１〜３回程度」、「主に休⽇、週１〜３回程度」
を合わせた『週１回以上』は３割程度となっている（31.5%）。 
 

 

  

図 30 府中駅周辺施設の利⽤⽬的 

図 31 府中市近隣の主要駅周辺施設の利⽤頻度 
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49.4 

49.4 

45.7 

34.1 

15.5 

9.8 

6.4 

3.6 

2.0 

5.4 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

交通機関を利⽤するため

⾷料品や⽇⽤品などを購⼊するため

飲⾷店を利⽤するため

嗜好品や贈答品などを購⼊するため

娯楽施設を利⽤するため

市役所や病院などの公共公益施設を利⽤するため

散歩のため

お祭り、イベントに参加するため

神社やお寺に参拝するため

その他

無回答

１回だけ来館したことがある
11.7%

複数回来館したことがある
64.8%

来館したことはない
22.6%

無回答
0.9%

ｎ=992

56.7 

54.2 

29.5 

24.9 

24.4 

22.9 

6.3 

3.6 

1.4 

5.9 

1.6 

0% 20% 40% 60%

プラネタリウムを観覧するため

本館の常設展を⾒学するため

園内の復元建築物を⾒学するため

園内の⽔遊びの池を利⽤するため

本館の特別展・企画展を⾒学するため

学習や研究のため

体験学習に参加するため

各種講座への参加のため

その他

無回答

[n=759:複数回答]

園内の草花を楽しむため・・・
（梅まつり・あじさいまつりなど）

■府中市近隣の主要駅周辺施設の利⽤⽬的（n=992︓複数回答） 
 「交通機関を利⽤するため」、「⾷料品や⽇⽤品などを購⼊するため」（49.4%）が５割近くで最も
⾼い。続いて、「飲⾷店を利⽤するため」（45.7%）、「嗜好品や贈答品などを購⼊するため」
（34.1%）となっている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【郷⼟の森博物館】について 
■郷⼟の森博物館に来館したことがあるか（n=992） 

「１回だけ来館したことがある」と「複数回来館したことがある」を合わせた『来館したことがある』割合は、
７割半ばを超えている（76.5%）。 

また、郷⼟の森博物館の来館⽬的としては、「プラネタリウムを観覧するため」（56.7%）が最も⾼い。 
 
 
 

  

図 32 府中市近隣の主要駅周辺施設の利⽤⽬的 

※図 33 で「１回だけ来館したことがある」「複数回来館したこと
がある」を選択した回答者を対象とする 図 33 郷⼟の森博物館に来館したことがあるか

図 34 郷⼟の森博物館への来館⽬的 
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郷⼟の歴史に
触れる学習の場
24.3%

郷⼟の⾃然に親しむ
憩いの場
29.4%郷⼟の貴重な⽂化財や

資料の調査や保存
26.1%

家族や友⼈と楽しめる遊びの場
15.4%

その他
1.1%

無回答
3.6%

ｎ=992

44.0 

41.4 

33.6 

29.9 

25.7 

25.5 

5.9 

3.2 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特別展・企画展の開催回数及び展⽰内容の充実

常設展の展⽰内容の充実

園内の草花の充実

市内⼩中学校による学習利⽤の促進

設備のリニューアル（トイレなど）

講座や体験学習の開催回数及び内容の充実

展⽰解説や案内表⽰の多⾔語化の促進

その他

無回答

■博物館に求める役割は何か（n=992） 
「郷⼟の⾃然に親しむ憩いの場」（29.4%）が最も⾼く、３割近くを占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■博物館（プラネタリウムを除く）の今後の運営について期待すること（n=992︓複数回
答） 
「特別展・企画展の開催回数及び展⽰内容の充実」（44.0%）、「常設展の展⽰内容の充実」

（41.4%）、「園内の草花の充実」（33.6%）、「市内⼩中学校による学習利⽤の促進」
（29.9%）の順になっている。 
 

 

 

 

  

図 36 博物館（プラネタリウムを除く）の今後の運営について期待すること 

図 35 博物館に求める役割は何か 
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49.8 

36.5 

24.1 

23.2 

23.1 

4.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

４Kプロジェクターを⽣かした、迫⼒ある映像番組の充実

星空と⾳楽を同時に楽しめるコンサートの充実

スタッフによる⽣解説で星空を紹介する番組の充実

学習投映や⼦どもの時間の充実

その他

無回答

宇宙⾶⾏⼠や宇宙関係の技術者・
研究者などによる講演会の充実

必要である
45.0%

ある程度必要である
42.0%

あまり必要でない
9.2%

必要でない
2.8%

無回答
1.0%

n=992

■プラネタリウムの今後の運営について期待すること（n=992︓複数回答） 
「４Ｋプロジェクターを⽣かした、迫⼒ある映像番組の充実」（49.8%）が約５割で最も⾼い。続い

て、「星空と⾳楽を同時に楽しめるコンサートの充実」（36.5%）、「スタッフによる⽣解説で星空を紹
介する番組の充実」（24.1%）となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

【スポーツ・運動】について 
■スポーツ活動全般についてどう思うか（n=992） 

「必要である」と「ある程度必要である」を合わせた『必要と思っている』割合は９割近くを占めている
（87.0%）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 38 スポーツ活動全般についてどう思うか 

図 37 プラネタリウムの今後の運営について期待すること 



25 

 

70.6 

40.9 

21.7 

18.3 

16.5 

14.9 

14.5 

13.3 

11.3 

7.3 

6.0 

1.5 

1.0 

1.2 

11.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩、階段の昇り降りなどを含む）

軽い運動（キャッチボール、⽔中歩⾏、ラジオ体操、ヨガ、ストレッチなど）

アウトドアスポーツ（ハイキング、釣り、登⼭など）

サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

屋外球技（ラグビー、野球、サッカー、ゴルフ、テニス、ゲートボールなど）

ジョギング、ランニング（陸上競技などを含む）

ウィンタースポーツ（スキー、スノーボード、スケートなど）

屋内スポーツ（ダンス、体操、なぎなた、四半的⼸道など）

パラスポーツ（ボッチャ、ブラインドサッカー、ゴールボールなど）

その他

スポーツや運動はしなかった

無回答

ウォータースポーツ（⽔泳、⽔球、海⽔浴、ダイビング、サーフィン、カヌーなど）

屋内球技（バスケットボール、バレーボール、卓球、バドミントン、ボウリングなど）

器具運動（ウエイト・マシントレーニング、ランニングマシーン、バランスボールなど）

武道、格闘技（柔道、剣道、空⼿、相撲、テコンドー、居合道、レスリングなど）

１週間に
１回以上１か⽉間に

数回程度
25.6%

１年間に
数回程度
15.9%

無回答
1.4%

n=864
57.2％

62.7

57.6

57.5

29.7

26.4

7.6

2.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

健康、体⼒づくり

楽しみや、気晴らしとして

運動不⾜解消のため

家族や友⼈とのふれあいとして

美容や肥満解消のため

⾃⼰の記録や能⼒を向上させるため

その他

無回答

[n=864:複数回答]

■この１年間にスポーツや運動を⾏ったか（n=992︓複数回答） 
「ウォーキング、散歩｣（70.6%）が７割を超えて最も⾼い。続いて、「軽い運動｣（40.9%）、「ア

ウトドアスポーツ｣（21.7%）の順になっている。⼀⽅、低い⽅から⾒ると、「パラスポーツ｣（1.0%）、
「武道、格闘技｣（1.5%）、「屋内スポーツ｣（6.0%）の順となっている。 

 また、「スポーツや運動はしなかった｣（11.5%）は１割ほどとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頻度としては、「１週間に１回以上」（57.2%）が最も⾼く、５割半を超えている。 
 また、スポーツや運動をした理由としては、「健康、体⼒づくり」（62.7%）、「楽しみや、気晴らしとして」
（57.6%）、「運動不⾜解消のため」（57.5%）が５割を超えている。 
 

  

※図 39 で⾏ったスポーツを選択した回答者を対象とする 

図 39 この１年間にスポーツや運動を⾏ったか 

図 40 この１年間にスポーツや運動を⾏った頻度 図 41 スポーツや運動をした理由 
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34.8

19.2

16.9

14.1

12.7

30.1

6.4

0% 20% 40%

府中市⽴の公共スポーツ施設

府中市外の⺠間スポーツ施設

府中市内の⺠間スポーツ施設

府中市外の公共スポーツ施設

その他

無回答

[n=864:複数回答]

府中市⽴の公共スポーツ施設以外
の公共施設（公園、⽂化センター、

⽣涯学習センターなど）
47.7 

19.3 

10.7 

10.5 

9.1 

4.7 

3.4 

14.1 

10.0 

0% 20% 40% 60%

好きな時間に利⽤できるから

市⽴のスポーツ施設は
交通の便が悪いから

活動しているチームや
サークルが市外だから

職場（学校等）に近いから

市⽴のスポーツ施設は
予約が取れないから

その他

無回答

[n=740:複数回答]

市⽴のスポーツ施設ではできない
スポーツ（運動）だから

市⽴のスポーツ施設は
料⾦が⾼いから

64.0 

34.2 

22.8 

11.4 

6.1 

9.6 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80%

時間的な余裕

⾦銭的な余裕

スポーツへの関⼼

スポーツ施設の情報

活動チームやサークルの情報

その他

無回答

[n=114:複数回答]

スポーツや運動をした場所としては、「府中市⽴の公共スポーツ施設以外の公共施設（公園、⽂化
センター、⽣涯学習センターなど）」（34.8%）が最も⾼い。また、府中市⽴の公共スポーツ施設以外
でスポーツや運動をした理由としては、「好きな時間に利⽤できるから」（47.7%）が最も⾼い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 スポーツや運動をするために必要なものとしては、「時間的な余裕」（64.0%）が最も⾼い。続いて、
「⾦銭的な余裕」（34.2%）、「スポーツへの関⼼」（22.8%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 42 スポーツや運動をした場所 

図 44 スポーツをするために何が必要か 

※図 39 で⾏ったスポーツを選択した回答者を対象とする 

図 43 府中市⽴の公共スポーツ施設以外で 
スポーツや運動をした理由 

※図 42 で「府中市⽴の公共スポーツ施設」以外を 
選択した回答者を対象とする 

※図 39 で「スポーツや運動はしなかった」を選択した回答者を対象とする 
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46.7 

37.1 

28.2 

21.4 

19.9 

17.5 

16.3 

15.7 

11.1 

10.8 

8.6 

6.8 

2.4 

2.2 

8.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩、階段の昇り降りなどを含む）

軽い運動（キャッチボール、⽔中歩⾏、ラジオ体操、ヨガ、ストレッチなど）

アウトドアスポーツ（ハイキング、釣り、登⼭など）

サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

屋外球技（ラグビー、野球、サッカー、ゴルフ、テニス、ゲートボールなど）

屋内スポーツ（ダンス、体操、なぎなた、四半的⼸道など）

ウィンタースポーツ（スキー、スノーボード、スケートなど）

ジョギング、ランニング（陸上競技などを含む）

パラスポーツ（ボッチャ、ブラインドサッカー、ゴールボールなど）

その他

無回答

ウォータースポーツ（⽔泳、⽔球、海⽔浴、ダイビング、サーフィン、カヌーなど）

器具運動（ウエイト・マシントレーニング、ランニングマシーン、バランスボールなど）

屋内球技（バスケットボール、バレーボール、卓球、バドミントン、ボウリングなど）

武道、格闘技（柔道、剣道、空⼿、相撲、テコンドー、居合道、レスリングなど）

82.0 

70.3 

59.6 

21.4 

18.1 

7.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

FC東京（サッカー）

東芝ブレイブルーパス（ラグビー）

サントリーサンゴリアス（ラグビー）

アルバルク東京（バスケットボール）

府中アスレティックフットボールクラブ（フットサル）

知らない

無回答

■今後⾏ってみたいスポーツや運動（n=992︓複数回答） 
「ウォーキング、散歩｣（46.7%）、「軽い運動」（37.1%）、「アウトドアスポーツ｣（28.2%）、

「ウォータースポーツ｣（21.4%）の順に⾼い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
■府中市を拠点に活動するトップチームの認知度（n=992︓複数回答） 

「ＦＣ東京（サッカー）」（82.0%）が８割を超えて最も⾼い。続いて、「東芝ブレイブルーパス（ラ
グビー）」（70.3%）、「サントリーサンゴリアス（ラグビー）」（59.6%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 45 今後⾏ってみたいスポーツや運動 

図 46 府中市を拠点に活動するトップチームの認知度 
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23.2 

12.2 

11.9 

4.9 

2.2 

67.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%

FC東京（サッカー）

東芝ブレイブルーパス（ラグビー）

サントリーサンゴリアス（ラグビー）

アルバルク東京（バスケットボール）

府中アスレティックフットボールクラブ（フットサル）

観戦していない

無回答

１週間に１回以上
10.8%

１か⽉間に
数回程度
22.0%

１年間に
数回程度
66.2%

無回答
1.0%

ｎ=287

52.4 

41.3 

27.2 

16.7 

10.9 

9.7 

14.9 

6.6 

0% 20% 40% 60%

無料招待⽇や地域住⺠割引等の特典の充実

試合⽇程や放送⽇等、お知らせの充実

市内での開催

トップチームの特徴や選⼿紹介等、
詳細情報の提供

施設の充実（競技場の美化、観覧席の拡
張、バリアフリーの適合、駐⾞場の整備）

トップチームと触れ合える機会の充実

その他

無回答

[n=670:複数回答]

■この１年間で観戦したトップチーム（n=992︓複数回答） 
「観戦していない」（67.5%）が６割を超えて、最も多い。観戦した試合では、「ＦＣ東京（サッカー）」

（23.2%）、「東芝ブレイブルーパス（ラグビー）」（12.2%）、「サントリーサンゴリアス（ラグビー）」
（11.9%）、「アルバルク東京（バスケットボール）」（4.9%）、「府中アスレティックフットボールクラブ 
（フットサル）」（2.2%）の順になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観戦頻度としては、「１年間に数回程度」（66.2%）が 6 割を超えて最も⾼い。 
また、観戦するために必要なことは、「無料招待⽇や地域住⺠割引等の特典の充実」（52.4%）が

５割を超えて最も⾼い。 

  

図 47 この１年間で観戦したトップチーム 

図 48 トップチームの試合観戦の頻度 図 49 試合観戦するために必要なこと 

※図 47 で観戦したことがあるトップチームを 
選択した回答者を対象とする ※図 47 で「観戦していない」を選択した回答者を対象とする 
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強い関⼼がある
23.9%

少し関⼼がある
53.3%

あまり関⼼がない
18.8%

全く関⼼がない
2.5%

無回答
1.5%

ｎ=992

読んだ
2.2% 知っているが、

読んでいない
14.4%

知らない
82.1%

無回答
1.3%

ｎ=992

【インフラマネジメント】について 
■市のインフラの維持管理に対する現状や課題についての関⼼度（n=992） 

「強い関⼼がある」と「少し関⼼がある」を合わせた『関⼼がある』割合は８割近く（77.2%）を占め
ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■「府中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）」を知っているか（n=992） 

「知らない」（82.1%）が８割を超えている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

図 50 市のインフラの維持管理に対する現状や課題についての関⼼度 

図 51 「府中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）」を知っているか 
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29.8

34.7

38.3

45.2

48.0

45.1

41.5

30.8

55.0

40.3

33.3

20.3

44.8

46.0

49.6

46.2

41.4

45.4

49.2

55.4

39.0

45.4

45.2

38.3

15.6

11.7

5.9

3.2

4.9

4.1

3.7

8.0

1.1

8.2

14.3

28.5

4.9

2.8

0.9

0.8

0.9

0.5

0.6

1.4

0.3

1.5

2.9

8.3

4.8

4.8

5.2

4.6

4.7

4.9

4.9

4.3

4.5

4.6

4.3

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施すべき どちらかといえば実施すべき

どちらかといえば実施すべきでない 実施すべきではない

無回答

① サービス料⾦、下⽔道使⽤料、道路占⽤料、公園の使⽤料や
占有料について、受益者負担の観点から適正化を図る

② スポンサー制度やネーミングライツ、公園緑地などを利⽤した新たな
歳⼊⼿法により、収⼊を得る

③ インフラの新設や改修などを⾏う際は、必要性を改めて検討する
制度を設けて、総量の抑制を図る

④ インフラマネジメントの内容や取組など、インフラ管理の実態を市⺠
に周知し、理解を求める

⑤ 市が⾏う業務の中で⺠間事業者のノウハウを活⽤できる場合は、
積極的に採⽤する

⑦ インフラの異常や不具合などを受ける情報通信技術を活⽤した
通報制度を導⼊し、迅速化を図る

⑥ 管理情報を電⼦化することにより、作業時間の短縮及び効率化
を図る

⑧ 道路や公園の清掃など、できる範囲でインフラの維持管理に市⺠
の協⼒を得る

⑨ 舗装や橋などの点検結果に基づき、計画的に補修することで、
⻑寿命化を図る

⑩ ⼤きくなりすぎた街路樹の間引きや利⽤頻度の低い施設などの
集約化や合同化を⾏う

⑪ 道路のひび割れなど、各施設におけるサービスの⽔準を全国的な
平均に合わせる

⑫ 市⺠⽣活に影響が出ない範囲において、インフラを減らす

■「府中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）」で⽰している施策をどう思うか
（n=992） 
「実施すべき」と「どちらかといえば実施すべき」を合わせた『実施すべきと思う』は、「舗装や橋などの点

検結果に基づき、計画的に補修することで、⻑寿命化を図る｣（94.0%）、「インフラマネジメントの内
容や取組など、インフラ管理の実態を市⺠に周知し、理解を求める」（91.4%）、「インフラの異常や不
具合などを受ける情報通信技術を活⽤した通報制度を導⼊し、迅速化を図る」（90.7%）の順で⾼
い。 

「どちらかといえば実施すべきでない」と「実施すべきでない」を合わせた『実施すべきでないと思う』は、
「市⺠⽣活に影響が出ない範囲において、インフラを減らす｣（36.8%）が最も⾼い。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 52 「府中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）」で⽰している施策をどう思うか 
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